音読と第二言語習得 by 弥永 啓子
127
音読と第二言語習得

















（語数 ･ 音節数 ･ 文数から計算して読解素材の難易度を母語話者の学年で表すもの）を用
いて、日本、中国、韓国、台湾の中学 ･ 高校テキストの難易度を報告している
が、これによると日本の中学 3 年生用テキスト（New Horizen English Course 3）
が母語話者の小学校 1 年生レベル（1.3）であるのに対し、高校 1 年生用テキスト









1 . 2 　教室における音読の効果を検証した研究
　もちろん、音読支持の理由は、現状打破と実行可能性だけではなく、一定の
効果があったと実証研究が報告しているからである。そうした研究は、読解力
が向上し（鈴木, 1998; Miyasako, 2008; 安木, 2001）、語彙 ･ 表現がよく定着した（高橋, 
2006; 七野, 2006）ことを報告している。


















































































　例えば、“I’m very sorry for your loss.”（お悔やみを申しあげます。）という文を








きるだろう。一方学習者Ｂは 2 秒でおよそ 3 単語程度しか復唱しできないとす
ると、“I’m very”、“sorry for your”、“loss”と順次理解してゆくことになる。























研究をその根拠の一つとして挙げている（門田, 2012a: 292-293）。Takeuchi は日
本人学習者に英語音声を有声 ･ 無声で復唱するタスクを課し、その際の脳血流


























める。文法知識については次節 4 . 1 で検討する。
3 . 1 　語彙 ･ 表現の定着
　音読活動を用いた実証研究で確認されている、語彙や表現の定着のよさは、























sorry for your loss.”）や動詞の項構造を含む文全体を知覚 ･ 処理の単位とするこ
とができる。そして、これが言語項目の無意識の習得につながるというのが門
田の主張である。
　 3 . 2 . 1 　言語産出を容易にするフォーミュラ連鎖の習得
　フォーミュラ連鎖（formulaic sequence、以下 FS）は、複合語、句動詞、イディ
オム、“How do you do?”のような固定フレーズ、限定的コロケーション、そ






　近年、L2 習得の研究ではこのような FS が注目されているが、これにはい
くつか理由がある。一つは、母語話者が FS に相当頼った言語産出をしている
という事実である。英語母語話者は、話し言葉や書き言葉の 3 分の 1 から半分
ほども FS を使用しているという（Foster, 2001; Howarth, 1998）。Wray（2005）の
母語習得における言語処理の発達段階も FS の重要性を示唆している。母語話





　一方、Underwood 他（2004）は、FS が実際に全体として記憶 ･ 検索されてい
るのかを実験で調べている。実験の対象者は英語母語話者と上級英語学習者で、
素材には FS（e.g. by the skin of his teeth（間一髪で））を含む文章と、その FS に含
























⒜　The rock star sold some cocaine to an undercover agent.
⒝　The rock star sold an undercover agent some cocaine.
⒞　The girl handed a paintbrush to the man.
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4 . 2 　語彙とフォーミュラ連鎖の獲得
　Paradis（2009）は、語彙化した FS を含む vocabulary（形式と意味の対応付）は
側頭葉内側部に、lexicon（語の品詞、統語、形態素等に関する情報）は大脳基底核
等に依存しており、両者の記憶の神経基盤は全く異なるとみている。そして、




























FS を抽出し、分類 ･ 比較しているが、テキストに比べて教員の発話や会話に
は、談話を構成する FS（“I want to talk about ...”、”If you look at ...”、“... and things 
like that.”）やスタンスに関わる FS（“It is important to ...”、“If you want to ...”）が圧
倒的に多く含まれると報告している。
　FS のもう一つの問題は、個々の語の意味から全体が理解できてしまうもの
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